
横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

●具体的なアセスメ
ントを提示できてい
ないのではないか 
 
 
 
 
 
 

●具体的などのよう
にアセスメントを行
うのか演習に組み込
みたかったが、文章
と動画、そして時間
的な制約等でなかな
か難しい。また具体
的という点では分野
別の状況も必要とな
るが、この研修でど
こまで補えるのか、
または必要なのか。
（基礎講義動画→分
野別のアセスメント
の視点、実践演習→
分野別の共通点を考
える） 

●分野別の視点をど
こまで触れるか確認
したい。 
●いくつか話し合う
項目を定め、分野が
違う受講生同士で話
し合った方がリアリ
ティのあるグループ
ワークになるのでは
ないか。 
 
 
 

    

 

資料１−１ 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

◆実践研で ICF を用
いたワークがあるが
受講者の理解が追い
付いていない。 

◆基礎研では講義動
画で ICF を説明して
いるがそれだけでは
足りない。その一方
で基礎演習に落とし
込む難しさも感じて
いる 

◆ICF についての取
扱い（基礎でどこま
で伝えられると良い
か） 
 
 

    

 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

□ニーズをどのよう
に捉えるか、そして
対応するか、は深ま
り変わっていくもの
であるため、研修で
も深めていく組み立
てがあると良い。 
 
 
 
 
 

□過去現在未来を想
像してのアセスメン
トや計画作成になれ
ばよいと思っている
が、就職や仕事、1
人暮らしというわか
りやすい方向性があ
る一方で、結末あり
きの計画作成になり
がち。 
 
 

□ニーズの整理表は
サビ管・児発管研修
以外にも様々な様式
が示されているが、
どのようなものが好
ましいと考えるか。 
 
 
 
 

    

 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

△引っ掛かりという
より実践研や更新研
の方々がどう感じて
いるか伺いたい内容
です。令和６年度 
から１００文字要約
を割愛しました。 

△FT や検討委員か
ら１００文字要約へ
の名残惜しさを耳に
します。 
特に実践研や更新研
の検討委員から、復
刻の要望があるのな
ら、検討したい。 

△１００文字要約に
つて、研修間の連動
性について知りた
い。 
 
 

    

 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

■実践研に参加する
と基礎研で伝えたこ
とが抜けてしまって
る受講者が多いと感
じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■実践研修参加時
に、例えば「リアル
ニーズ」などの言葉
を忘れている受講生
がいた。日常的に使
用していないため、
記憶に残らない。 
■研修後、事業所に
戻ったらそれぞれの
やり方があるから
か、基礎で学んだこ
とを取り組めていな
いのではないか？
（OJT） 
■OJT の内容にも幅
がある可能性があ
る。 
■受講生が使いやす
い表現なのか？実用
的な言葉の方が良い
のか？ 

■演習ノート、特に
基礎の演習ノートを
実践研でも使用でき
るようにならない
か、（例：OJT 期間
で学んだことを基礎
研演習ノートに記載
して持ってくる等。）
※年々内容も変化し
ているのでファシリ
がどの年度（段階）
を学んでいるのかも
確認できるかと 
■基礎→実践→更新
の流れ（連続性）を
この数年で私たちは
意識しているが、参
加する方は当然のこ
とながら意識してい
ない。演習ノート、
プロセス、用語、統
一することで理解を
進めたい 
■更新研修で OTJ に
ついて共有する時間
を設けてはどうか？ 
 

    

 
 
 

資料１−２ 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくうえ

で引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチー
ムへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

★総合的な援助の方針
の捉え方について 
 
 
 
 
 
 

★相談支援との連動及
びサービス等利用計画
(障害児支援利用計画)
とのの連動が説明しき
れていない為。 
 

★基礎では総合的な援
助の方針は「同様」と
して演習を進めてい
る。昨年度までの実践
研修の演習では個別支
援計画の見直しの際
に、その辺りは印字さ
れており、必要に応じ
てトアナウンスはある
が、あまり利用者の生
活全体に着目できずに
進んでしまう傾向に合
った。ICF を説明して
いるのでやはり生活に
目を向けることができ
た上で個別支援計画が
作成できると良いと思
う。基礎では説明しき
れない部分や、基礎の
段階では理解が難しい
が、実践では踏み込め
ると良いと思う。更
に、更新研修では個別
支援計画に触れる単元
があまりないが、OJT
を行う立場として改め
て近年(統合後)の演習
に触れつつ、OJT で伝
えられるようにできた
ら良いと思う。３研修
でリレーできると良い
かと思う 
 

    

 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 基礎 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

◎演習について、改
めて実践研修・更新
研修と比較して基礎
研修を眺めて直して
みると、基礎研修演
習では PDCA サイク
ルについて直接触れ
る機会が少ない。 

◎実践研修チーム、
更新研修チームとし
て、基礎研修に望む
ものがあるのではな
いか。 

◎実践研修チーム、
更新研修チームとし
て、基礎研修に望む
ものがあるのではな
いか。 
 
 
 

    

 
 
 
 



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 実践 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくうえ

で引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチー
ムへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

＜研修間の連動＞ 
・基礎と実践で、計画
作成の手順について繰
り返し説明することが
大切だと感じている
が、基礎と実践で共有
が不足している 
・実践研修後にサビ児
管になるには、受講生
のアセスメント〜計画
作成〜モニタリングの
理解が不十分 

・受講者へ説明する際
に、基礎のことを覚え
ていない人もいるの
で、繰り返しポイント
などを説明し直すこと
が必要だが、現状十分
にできていないと感じ
る 
・基礎のことを参照し
て実践研修を迎えてい
ないと感じる（受講生
の理解にばらつきあ
り、バラツキの修正で
終わる） 
 

・計画作成に関する考
え方の共有 
・作成の手順、ポイン
ト、使用するシートの
統一 
・計画作成の手順の統
一（ニーズ→長期目標
→短期→具体的な到達
目標等？） 
・計画作成の際のポイ
ント（曖昧な表現×な
ど、１つのスライドを
作り共有） 
・ニーズ整理表、アセ
スメントシートの統一 
・また、基礎から実践
になることで、よりよ
い計画作成ができるよ
うなワークにしたい
（それぞれの研修で繰
り返し/重なり合いつ
つもそれぞれの研修で
の目的の違いを明確に
する） 
・基礎のテキストの内
容（スライド）を同じ
ものを実践でも使う 
・（逆に）実践研修で
どの程度基礎研修を振
り返る必要性を感じる
か・他の研修委員にお
聞きしたい（ファシリ
などで関わっているお
立場から） 

    



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 実践 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくうえで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチームへの質問と希望 意見交換
したこと 解決案 到達レ

ベル 備考 

＜各研修の目的の整理によるサビ児管の質向上
＞ 
・以前より実践研修を受講する方々で，レベル
の差を感じることがある 
・基礎、実践、更新では研修のテーマ、目的が
違う事をもう一度確認した方が良いと思いまし
た 
基礎 
【テーマ】理解と導入 
【内容】講義と演習 
【視点】個別支援計画の目的、構成要素（アセ
スメント、長期・短期目標、支援内容、評価）、
作成プロセスの理解。 
実践 
【テーマ】実務への応用 
【内容】支援課題分析とケース検討、多職種連
携 
【視点】実際の支援記録や課題をもとに、より
具体的・効果的な支援計画をどう作るかを学ぶ 
更新 
【テーマ】質の保証とマネジメント 
【内容】チーム指導視点、制度動向の反映 
【視点】計画の質をチーム全体で高める方法、
支援者の力量向上支援 

・この実践研修後にそのレ
ベル（この後サビ管の資格
を有す）ではサービスの質
に影響してしまう懸念があ
る 
・研修の目的と内容と受講
者の理解の差が年々ひらい
ている課題を感じている。 
各研修の達成状態に到達で
きない受講生が増えている 

・更新も含めて質の向上の意見を伺いた
い 
・共通の学びというテーマで整理する方
法があると思いました。 
① 本人中心の原則（例：本人の意思、

希望、価値観、その人らしさ、倫理
的土台の大切さ） 

② チームによる支援（例：個人で完結
しない事を意識、関係者との連携） 

③ PDCA サイクル（例：支援の過程に
おけるズレや変化に柔軟に対応す
る。サイクルの重要性） 

④ アセスメントの質（例：ストレング
ス、ニーズ、リフレーミング、説明
責任を持てるアセスメントの重要
性） 

⑤ モニタリングの質（利用者変化と振
り返りと情報共有） 

どの研修で毎回確認する。 
各研修の部分を少し削って、共通の学び
を入れるなど時間の問題と各研修目的を
達成するミッションもあるのでバランス
をどう取るかは課題。 
共通の学びをまとめると 
「一人ひとりの人生の伴走者として、記
録し、振り返り、共に変化していく支
援」というイメージでざっくりですが整
理できるのではと考えました 

    



横断的な課題 個別支援計画作成（アセスメント～モニタリング）       [ 更新 ]研修検討チーム 
 
第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
研修を進めていくう
えで引っかかること なぜ引っかかるのか ①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

更新研修では、個別
支援計画作成につい
てのカリキュラムが
ない。 

〇基礎〜実践研修以
降、学び直す機会が
ない。繰り返し確認
し、深めていく必要
性を感じている。 
〇自己流になってし
まっている。受講生
からも再度学び直し
ができるかと思って
いたという声が上が
った。 

基礎研修修了者への
「適切な OJT」の実
施を浸透させていく
ため、更新研修で取
り組んで欲しい事が
あるか。 
 

    

 
 



横断的な課題 会議の実施（連携）                        [基礎]研修検討チーム 

 

第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくう

えで引っかかること 
なぜ引っかかるのか 

①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 
意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

●相談支援専門員と

の連携（サービス担

当者会議） 

 

 

 

 

 

●サビ管・児発管と

相談支援専門員の位

置づけや役割の違い

が理解できていない

ため、深める会議と

広げる会議の区別が

わからなくなってし

まう 

 

 

●基礎研修でも相談

支援専門員との連携

は、主に講義で触れ

ているが演習では多

く触れられていな

い。しかし相談支援

専門員について深く

広げてしまうと受講

生が混乱することも

予想できる。今年度

の基礎研は間に合わ

なかったが、次年度

に向けて、相談支援

専門員の役割や位置

づけについて共通の

説明ができると良い

と思う。そうするこ

とで、各演習の相談

との連携のイメージ

が持てるように感じ

る 

    

資料１－３ 



横断的な課題 会議の実施（連携）                        [基礎]研修検討チーム 

 

第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくう

えで引っかかること 
なぜ引っかかるのか 

①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 
意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

■会議名称の統一と

プロセス確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■サービス担当者会

議、個別支援会議、

事前会議、事例検討

会議等、受講者がそ

の目的と内容を理解

できているのか。ご

ちゃごちゃになって

いる受講者もいる 

 

 

 

■基礎研修ではこの

1～2 年で進行スライ

ドに共通のプロセス

図を用いてどの時期

なのかを説明するよ

うにしている。実

践・更新と共通のプ

ロセス図を使用し、

演習前に確認するの

はどうか。また共通

プロセス図を使用す

ることで名称の統一

も図れないか 

 

    

 



横断的な課題 会議の実施（連携）                        [基礎]研修検討チーム 

 

第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくう

えで引っかかること 
なぜ引っかかるのか 

①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 
意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

▲基礎研修と実践研

修において、「個別

支援会議」の演習

（ロールプレイな

ど）について、伝え

たいことを統一した

方が良 

▲基礎研修では(演

５)「本人への説明と

同意」、(演 6)「モニ

タリングを実施する

手前の状況や意向の

確認」、実践研修で

は(演５)「職員教育

を兼ねて個別支援会

議の前に準備を行い

実施する」 

特に引っかかってい

るわけではないが、

伝えたいことなどを

整理・統一すると互

いの演習がブラッシ

ュ・アップすると思

う。 

▲左記に同じ 

 

    



横断的な課題 会議の実施（連携）                     [ 実践 ]研修検討チーム 

 

第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくう

えで引っかかること 
なぜ引っかかるのか 

①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 
意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

＜会議の名称の統一

＞ 

・会議の種類が多

く、会議名によりイ

メージする内容がそ

れぞれの人（受講

者、ファシリを含め

て）で異なると思う

ので混乱しやすいよ

うに感じる 

・言葉の概念。会議

の名称と会議の意味 

 

・各事業所で使われ

ている名称が異なる

ため、イメージしに

くく、統一した説明

が必要だと感じるた

め 

・事業所で行ってい

る会議の名称と目的

とが研修時と異なる

事への理解に時間を

要している 

・会議名とその内容

の説明を統一し、１

枚のスライドにまと

めて共有したい（説

明の際はそれを提示

して説明できるよう

に） 

    

 



横断的な課題 会議の実施（連携）                     [ 実践 ]研修検討チーム 

 

第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくうえ

で引っかかること 
なぜ引っかかるのか 

①②を踏まえて他のチー

ムへの質問と希望 
意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

＜各研修で扱う会議の

目的の整理＞ 

・各研修で扱う会議の

種類やワークの目的を

明確にしたい。 

・会議体の目的と研修

内容で到達して欲しい

目的が２つ存在してい

る為、より難しいよう

に感じてしまう受講生

がいる。 

・基礎でも実践でも個

別支援会議を扱うが、

それぞれワークで伝え

たい目的は異なると思

うので、それを明確に

したほうが受講者も理

解しやすいのではない

かと思うため。またそ

のほうがファシリもコ

メントしやすいのでは

ないか 

・研修の到達目的が忘

れがちになる事がある 

・どの研修でどの会議
やテーマをメインに説
明するかを明確にした
い（ex.基礎研：利用者
主体のテーマで個別支
援会議、 
実践研：人材育成をテ
ーマに事業所内のチー
ムを作るための個別支
援会議の事前会議や事
例検討会など。サービ
ス担当者会議は？） 
・また、会議の進め方
のポイントなどもまと
めたい（ex.話の聞き方
（あいづち、言葉を返
すなどの話を聞くポイ
ント等）、事前準備、事
後共有など） 
・会議の目的の整理 
【基礎】会議に参加し
て、支援へ活かす 
【実践】会議を進行し
て、支援目標を共有す
る 
【更新】会議体を設計
し、支援体制を構築、
マネジメントする。 
目的が違う事を説明し
て理解をしてもらう。 

    



横断的な課題 会議の実施（連携）                     [ 更新 ]研修検討チーム 

 

第 2 回検討会までに①から③について各検討チームで整理、入力してください。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

研修を進めていくう

えで引っかかること 
なぜ引っかかるのか 

①②を踏まえて他のチ

ームへの質問と希望 
意見交換したこと 解決案 到達レベル 備考 

更新研修では、会議

について統一した視

点でまとめていない

ので、何の会議を示

しているのか明確に

なっていない。 

会議名がたくさんあ

り過ぎて、忙しくな

りそうと思えてしま

う。 

サビ管として、事業

所内での会議や個別

支援会議、サービス

担当者会議に出席す

る事なのかなど、そ

れぞれの会議の内容

や目的などの整理が

受講者はできている

のか不安になる。 

 

更新研修で特に意識

して欲しい会議があ

るか。 

呼び方、目的、実施

方法、位置づけ、参

加者等、会議につい

て統一した視点を示

す必要はあるか。 

    

 

 


